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研究発表要旨 

 
15 世紀半ばにグーテンベルクによって発明されたといわれる活版印刷術は、その後 19 世

紀初頭までの間、大きな変化をみることなく継承されていった。今回の発表では、その印刷術

によって印刷された資料の構造について、また、古版本を同定させる上で重要となる詳細書

誌とその作成方法を紹介する。 
 

 

分科会プロフィール 

 今期の分科会は、西洋古版本に関して資料組織法や書誌学といった分野や、資料保存や管理方法な 

 どの分野に興味をもつ、洋書目録作成の担当者を中心として、6 名で活動をしてきました。 

 

研究活動内容 

 西洋印刷史に関する基礎文献の講読から始め、詳細書誌作成の実習と、古版本の構造についての研究 

 を行いました。また、個人研究として、各々の所属館で所蔵する古版本についての調査をまとめ、発表を 

 行いました。ほかにも、関連した施設の見学も随時行っています。 

 

次年度予定 

 毎月の月例会（8 月、2 月を除く）と夏期合宿を中心に活動を行い、研究テーマは参加者の希望によって 

 決定します。目録、保存、利用などの実務に直接関連したテーマや、西洋印刷史、欧州出版事情、詳細 

 目録調査などという書誌学的なテーマを扱うことも可能です。 

 

勧誘メッセージ 

 西洋古版本について、その歴史や書誌作成方法、取り扱い方などを学び、研究活動に有意義な見学会 

 なども適宜行っています。興味のある方は是非参加してください。 

 

 

 

 

 

 

 



１．西洋古版本の構造 

 ・西洋の活版印刷に必要な主な作業 
   製紙、活字鋳造、植字、組み付け、印刷、丁合、製本 

１．１．活字 

 ・活字鋳造 
   「活字合金」もグーテンベルクの発明 
   父型→母型→活字 
 ・書体 
   Gothic Type（1450 年代） 
    中世の写本ですでに使われていた書体 
   Roman Type（1468） 
    Gothic より以前に写本で使われていた書体 
    人文主義者達によって復活 
   Italic Type（1501） 
    草書体を活字に表した文字 
 ・活字の勢力 
   Gothic→Roman, Italic（ドイツ語圏は２０世紀になってから） 
 

１．２．紙、折丁 

 ・西洋古版本で用いられた紙 
   ヨーロッパにおける紙の伝来は 12 世紀ごろ 
   14 世紀になると従来の獣皮にとってかわる 
    紙質向上、大量生産が可能になった 
    出版技術の発展により印刷物の需要が高まった 
     →ヨーロッパ中に紙が流通、各地に製紙工場建設される 
 ・紙の特徴 
   紙漉きの際に残る鎖線、密線 
   製紙工場が入れるすかし（ウォーターマーク、カウンターマーク） 
 ・折丁、丁合 
   折丁：印刷したものを本の形にするために、紙を何度か折って小冊子の形にする方法 
   判型：折る回数によって付けられている名称 ex)folio、quarto、octavo 
   丁合：折丁で作成したものを順番通り並べ、本の形に仕上げる作業 
    丁合を正しく行うために、折記号、渡り文字（キャッチワード）が付けられた 
 ・折丁の判別 
   折丁の判別は紙の特徴から推測 
    鎖線、ウォーターマークなど 
 

１．３．製本 Bookbinding 
 ・冊子本というかたち  
   巻子本→冊子本、初期の製本（写本）…→ヨーロッパ近世（版本）の製本 
 ・手工製本を考えるキー・ポイント  
   １つ１つがユニーク、出版年と製本年代、修理や再製本、技術・意匠の変化 



 ・Bookbinding の工程： 
  （１）綴じる、（２）見返し紙を付ける、（３）背を接着、（４）叩く、 
  （５）エッジを削る、（６）表紙ボードを付ける、（７）花切れを付ける、 
  （８）カヴァーを付ける、（９）装飾、（10）完成  
 ・17 世紀英国の出版事情 
   外国人職人の優遇停止、印刷業のロンドン集中、出版量の増大、社会的需要 
 ・17 世紀英国の製本  
   安価に、簡単に、シンプルに 
 ・Hobbes ”Leviathan”（1651）の製本 
   Head 版（中央大学、早稲田大学） 
   Ornaments 版（成城大学） 
 

２．西洋古版本の書誌作成 

２．1．記述書誌と目録規則 

 記述書誌と一般的な目録規則の違いについて発表する。 
 現代書では、同タイトルで同版であれば、完全に同一本と見なされ、同じ書誌として扱われる。一方、西

洋古版本は、現在とは異なり、全ての印刷工程を手作業で行っていたという特徴があり、同タイトルで同版

であっても、完全に同一本であるとは言い切れない。そのため、現代書の基準を用いて書誌同定を行うと、

重要な情報を見落とすことがある。 
 このような特殊性から、西洋古版本の目録を作成する際には、多くの本について現物調査し、記述書誌と

呼ばれる詳細な書誌を作成する必要があること、更に NII の目録規則で作成された稀覯書の書誌におい

て、これから取り上げる Leviathan を例に、問題点を取り上げる。 
 

２．２．著者について 

 書誌調査で取り上げた、Leviathan の著者であり、16 世紀から 17 世紀にかけて活躍した、イギリスの哲学

者であり、政治学者のトマス・ホッブスの経歴を発表する。 
 

２．３．古版本としての Leviathan 
 1651 年刊と刊行年を記した Leviathan の版本は、タイトルページのヴィネットが 3 種類存在する。 
 １つは「真正版」と呼ばれ、人の頭が描かれている「head」、あとの２つは「偽版」と呼ばれ、それぞれ熊が

描かれている「bear」と装身具が描かれている「Ornamentｓ」とそれぞれ異なったヴィネットとなっているという、

古版本としての Leviathan の特徴を発表する。 
 

２．４．書誌調査 

 古版本としての Leviathan の特徴を踏まえて、実際に分科会会員の所属図書館で所蔵する「head」と

「Ornaments」の現物調査を行い、記述書誌を作成した。更に、両者を比較し、際だって異なる特徴につい

て現物の画像も織り交ぜながら、発表する。 
 ・「Head」  ：中央大学図書館所蔵 
 ・「Ornaments」 ：成城大学図書館所蔵 
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